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「
戦
争
が
廊
下
の

奥
に
立
っ
て
い
た
」

太
平
洋
戦
争
が
始
ま

る
数
年
前
、
渡
辺
白

泉
に
よ
り
詠
ま
れ
た

句
▼
近
年
の
安
倍
政

権
の
動
き
の
数
々
を

み
る
と
、
正
に
こ
の
句
が
詠
ま
れ

た
時
代
の
空
気
に
似
て
い
る
▼
そ

こ
は
か
と
な
い
不
安
と
恐
れ
、
廊

下
の
奥
、
影
法
師
の
よ
う
に
立
っ

て
い
る
も
の
、
今
に
も
歩
き
出
し

て
来
そ
う
で
は
な
い
か
▼
押
し
と

ど
め
よ
う
力
を
あ
わ
せ
、
押
し
と

ど
め
よ
う
み
ん
な
の
力
で
▼
「
燃

え
い
し
は
襤
褸
に
あ
ら
ず
原
爆

忌
」
決
し
て
頭
か
ら
離
れ
な
い

句
。
体
験
者
と
思
わ
れ
る
新
聞
掲

載
句
。
燃
え
て
い
た
の
は
ボ
ロ
キ

レ
で
な
く
人
間
だ
っ
た
と
い
う
。

こ
ん
な
地
獄
、
人
間
の
仕
業
で
二

度
と
繰
り
返
さ
れ
て
は
な
ら
な
い

▼
先
日
新
緑
に
誘
わ
れ
、
深
大
寺

に
遊
ん
だ
。
白
鳳
三
仏
と
い
う
銅

造
釈
迦
如
来
像
が
国
宝
に
指
定
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
な
か
な
か
の

賑
い
。
手
作
り
小
物
の
屋
台
を
物

色
す
る
者
。
好
み
の
花
は
な
い
か

と
探
す
夫
婦
。
土
産
物
屋
。
そ
ば

屋
も
大
忙
し
。
池
に
浮
か
ぶ
小
岩

に
は
数
匹
の
亀
が
の
ん
き
に
甲
羅

干
し
を
し
て
い
る
▼
満
開
の
ナ
ン

ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
（
ヒ
ト
ツ
バ
タ

ゴ
）
は
期
待
通
り
辺
り
を
圧
し
て

白
く
輝
い
て
咲
い
て
い
た
▼
句
碑

が
あ
っ
た
。
「
万
緑
の
中
や
吾
子

の
歯
生
え
初
む
る
」
好
き
な
句
で

あ
る
。
前
出
の
「
戦
争
が
…
」
と

同
じ
頃
に
詠
ま
れ
た
。
日
中
戦
争

が
泥
沼
化
し
、
国
家
総
動
員
法
成

立
、
太
平
洋
戦
争
へ
つ
な
が
る
時

代
。
そ
ん
な
時
代
背
景
を
知
り
、

胸
に
迫
る
も
の
が
あ
る
。
あ
ゝ
平

穏
が
い
い
。
平
和
が
い
い
。

( 1 ) ２０１７年 ６月１０日
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６
・
７
月
の
主
な
日
程

～

６
月

～

18
日(

日)

普
通
救
命
講
習

・
共
済
推
進
学
習
会

25
日
（
日
）
支
部
バ
ス
レ
ク

※
駅
宣
＝
22
・
23
日

～

７
月

～

2
日(

日)

都
議
選
投
票
日

3
日
（
月
）
書
記
局
会
議

※
事
務
所
が
閉
ま
り
ま
す
。

４
日(

火)

常
任
執
行
委
員
会

５
日(

水)

執
行
委
員
会

６
日(

木
）
予
算
要
求
集
会

※
駅
宣
＝
３･

24
日

【
麻
生
嶋
初
枝
副
執
行
委
員
長

記
】
森
友
学
園
「
国
有
地
売
却
問

題
」
、
憲
法
改
悪
「
と
ん
で
も
な

い
こ
と
で
す
」
、
そ
し
て
共
謀
罪

（
テ
ロ
等
準
備
罪
）
法
案
。

共
謀
罪
の
恐
ろ
し
さ
は
、
ご
く

一
般
の
人
が
、
い
つ
共
謀
罪
で
逮

捕
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
恐
々
。

警
察
が
「
組
織
的
犯
罪
集
団
」

と
決
め
た
ら
逮
捕
。
電
子
メ
ー
ル

監
視
シ
ス
テ
ム
（
全
部
調
べ
あ
げ

て
い
る
）
、
日
本
当
局
は
米
国
家

安
全
保
障
局
「
Ｎ
Ｓ
Ａ
」
と
協
力

し
て
、
通
信
傍
受
な
ど
の
情
報
収

集
活
動
を
行
っ
て

き
た
こ
と
が
判

明
。Ｎ

Ｓ
Ａ
は
日
本

の
協
力
の
見
返
り

に
ネ
ッ
ト
上
の
電

子
メ
ー
ル
な
ど
を

広
く
収
集
、
検
索

で
き
る
監
視
シ
ス

テ
ム
を
提
供
。
通

常
の
利
用
者
が
ネ

ッ
ト
上
で
や
り
取

り
す
る
ほ
ぼ
す
べ

て
を
監
視
で
き
る

と
い
う
。
こ
れ
を
日
本
の
警
察
官

が
持
っ
て
い
た
。
「
監
視
密
告
社

会
」
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

要
す
る
に
ど
こ
に
ス
パ
イ
（
警

察
）
が
い
る
か
分
か
ら
な
い
。
自

由
に
本
音
が
話
せ
な
い
。
山
で
キ

ノ
コ
、
た
け
の
こ
取
り
＝
共
謀

罪
。
取
っ
た
キ
ノ
コ
等
を
売
る
犯

罪
集
団
の
資
金
源
に
な
る
か
ら

と
。で

は
海
で
貝
、
魚
を
取

る
。
こ
れ
は
対
象
外
で
犯
罪

で
は
な
い
の
か
。
山
と
海
、

何
が
ど
う
違
う
と
い
う
の

か
。
変
な
法
案
で
す
。
共
謀

罪
に
は
２
７
７
の
対
象
犯
罪

が
作
ら
れ
る
（
デ
モ
等
も
共

謀
罪
で
逮
捕
さ
れ
る
）
。

安
倍
総
理
は
「
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
に
向
け
て
の
テ
ロ

対
策
で
す
。
一
般
の
人
は
対

象

に

は

し

て

い

な

い

で

す
。
」
と
発
表
し
た
。
し
か
し
、

国
内
に
は
、
重
大
犯
罪
の
準
備

は
、
今
の
法
律
で
処
罰
で
き
る
の

で
す
。
テ
ロ
対
策
に
特
化
し
た
、

国
際
的
な
条
約
は
13
本
も
結
ん
で

い
ま
す
。

今
ま
で
３
回
廃
案
に
な
っ
た
共

謀
罪
草
案
を
今
な
ぜ
通
そ
う
と
す

る
の
か
。
安
倍
政
権
に
反
感
を
持

っ
て
い
る
人
た
ち
を
口
封
じ
さ
せ

る
こ
と
以
外
あ
り
得
な
い
。

4
月
、
５
月
と
毎
週
水
曜
日

（
午
後
7
時
～
午
後
8
時
）
吉
祥

寺
北
口
サ
ン
ロ
ー
ド
入
口
で
サ
イ

レ
ン
ト
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。
共
謀
罪
の
恐
ろ
し
さ
を

書
い
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
胸
に
掲

げ
、
「
絶
対
に
廃
案
に
追
い
込
ま

な
い
と
い
け
な
い
」
と
い
う
思
い

で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し

た
。高

校
生
ら
し
き
グ
ル
ー
プ
「
俺

た
ち
そ
ん
な
こ
と
で
犯
罪
扱
い
さ

れ
る
の
。
」
、
週
刊
誌
を
見
た
母

が
「
こ
ん
な
恐
ろ
し
い
共
謀
罪
。

決
ま
っ
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な

る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
調
べ
た
ら
吉
祥

寺
で
サ
イ
レ
ン
ト
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
行
動
を
行
っ
て
い
た
の
で
い
て

も
た
っ
て
も
い
ら
れ
ず
、
今
日
来

ま
し
た
。
」
と
参
加
。

こ
ん
な
法
案
が
次
か
ら
次
へ
決

ま
っ
た
な
ら
ば
、
国
民
は
一
番
の

被
害
者
に
な
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
行
動
し

よ
う
よ
。
今
行
動
し
な
く
て
い
つ

や
る
ん
で
す
か
。
今
、
今
な
ん
で

す
。
1
人
が
1
人
を
連
れ
て
来

て
、
廃
案
に
ゴ
ー
。

６
月
も
14
日
、
21
日
と
開
催
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
是
非

ご
参
加
下
さ
い
。

【
島
村
新
組
織
部
長
記
】
春
の

仲
間
を
増
や
す
取
り
く
み=

春
の

拡
大
月
間
は
本
部
目
標
94
人
（
４

％
）
に
対
し
て
１
０
８
人
で
超
過

達
成
し
ま
し
た
。
分
会
で
は
牟
礼

・
新
川
中
原
・
下
連
雀
・
上
連
雀

・
深
大
寺
・
吉
祥
寺
・
中
町
・
武

蔵
野
中
央
・
関
前
・
境
南
町
・
事

業
所
の
11
分
会
が
目
標
達
成
し
、

青
年
部
、
主
婦
の
会
、
シ
ニ
ア
友

の
会
も
部
員
・
会
員
の
拡
大
を
達

成
さ
せ
ま
し
た
。

加
入
の
特
徴
は
、
事
業
所
か
ら

の
新
規
採
用
が
多
く
を
占
め
ま
し

た
が
、
足
場
講
習
受
講
の
た
め
の

加
入
、
仲
間
の
紹
介
に
よ
る
加
入

も
あ
り
ま
し

た
。
仲
間
の

紹
介
に
よ
る

加
入
を
活
か

し
た
拡
大
行

動
が
今
後
も

で
き
る
よ
う

に
、
会
話
を

き
っ
か
け
と

し
た
具
体
的

な
紹
介
活
動

を
し
て
い
き

た
い
と
思
い

ま
す
。

２
か
月
間

に
及
ぶ
拡
大

月
間
へ
の
ご

協
力
、
本
当

に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

【
大
沢
分
会

水
野
雅
央
分
会

長
記
】
５
月
28
日
、
晴
天
の
中
、

大
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ま
つ
り
に

住
宅
デ
ー
を
兼
ね
て
参
加
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
気
温
も
上
が
る
予

報
で
、
暑
さ
対
策
で
朝
早
く
受
付

テ
ン
ト
を
張
り
、
モ
ザ
イ
ク
タ
イ

ル
を
体
験
す
る
子
供
た
ち
の
為
の

日
よ
け
の
屋
根
造
り
。
吉
田
さ
ん

の
掛
け
声
に
よ
り
左
右
に
綱
の
結

び
つ
け
る
場
所
を
決
め
、
10
帖
ほ

ど
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
準
備
は

整
い
ま
し
た
。
10
時
よ
り
住
宅
相

談
・
包
丁
研
ぎ
・
モ
ザ
イ
ク
タ
イ

ル
教
室
・
そ
の
他
の
展
示
品
な
ど

大
沢
分
会
の
住
宅
デ
ー
は
始
ま
り

ま
し
た
。

開
始
を
待
っ
て
い
た
子
供
た
ち

が
相
次
ぎ
来
場
し
、
受
付
も
大
忙

し
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
書
い
て
も
ら

い
製
作
場
へ
。
会
場
は
す
ぐ
に
い

っ
ぱ
い
。
入
場
制
限
を
し
な
が
ら

一
人
一
人
に
声
を
掛
け
、
ア
ン
ケ

ー
ト
の
項
目
を
聞
き
ま
し
た
。
何

の
職
業
に
就
き
た
い
か
な
ど
聞
き

ま
し
た
が
、
男
子
は
サ
ッ
カ
ー
選

手
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
多
か

っ
た
よ
う
に
思
ま
れ
ま
す
。
中
に

は
大
工
さ
ん
に
な
り
た
い
と
答
え

て
く
れ
た
子
も
数
人
い
ま
し
た
。

包
丁
研
ぎ
は
41
本
あ
り
、
削
り

手
は
２
人
と
結
構
ハ
ー
ド
な
場
で

し
た
。
住
宅
相
談
は
１
件
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
楽
し
い
住
宅

デ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
組
合
員
・
家
族
を
含
め

10
人
、
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
78
人
、

包
丁
研
ぎ
41
丁
こ
な
し
、
参
加
者

も
楽
し
い
一
日
を
終
え
た
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
お
手
伝
い
い
た
だ

い
た
組
合
員
・
家
族
の
皆
さ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



み ち し る べ ( 2 )

【
厚
生
文
化
部
発
】

火
災
や
地
震
に
よ

る
住
宅
の
補
償
と
、

自
転
車
事
故
や
個
人

賠
償
の
補
償
を
、
セ

ッ
ト
で
新
規
に
ご
加

入
頂
い
た
方
へ
、
千

円
分
の
ク
オ
カ
ー
ド

（
口
座
登
録
の
特
典

を
含
む
）
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
い
ま
す
。

「
火
災
共
済
」

「
地
震
共
済
」
「
自

転
車
保
険
」
の
３
つ

を
合
わ
せ
た
年
間
掛

金
は
１
０
，
０
０
０

円
か
ら
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
生
活
の
補
償

を
見
直
し
と
と
も
に
、
東
京
土
建

の
生
活
ま
る
ご
と
安
心
パ
ッ
ク
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

新
規
申
込
に
は
認
印
、
共
済
掛

金
、
口
座
登
録
を
す
る
場
合
に
は

口
座
の
確
認
で
き
る
も
の
と
銀
行

の
届
け
出
印
が
必
要
で
す
。
必
要

な
掛
金
に
つ
い
て
は
支
部
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
対
象
】
火
災
共
済
・
地
震
共
済

・
自
転
車
保
険
の
３
制
度
に
同
時

に
加
入
し
た
組
合
員

※
制
度
上
、
２
か
月
の
間
に
３
制

度
が
発
効
し
た
場
合

【
期
間
】
２
０
１
７
年
４
月
１
日

～
２
０
１
８
年
３
月
１
日
発
行

【
関
前
分
会

小
川
幸
雄
副

分
会
長
記
】

5
月

14
日

は

拡
大
日
曜
行

動
と
重
な
り

ま
し
た
が
、

以
前
よ
り
計

画
し
て
い
た

分
会
レ
ク
で

千
葉
の
牛
込

海
岸
へ
潮
干

狩
り
に
行
き

ま
し
た
。

分
会
長
よ

り
拡
大
の
お

願
い
と
分
会

セ
ン
タ
ー
に

一
人
で
も
多

く
の
組
合
員

さ
ん
の
参
加
を
呼
び
掛
け
る
挨
拶

が
あ
り
、
一
路
バ
ス
は
目
的
地
へ

向
か
い
ま
し
た
。
今
年
は
ア
サ
リ

が
あ
ま
り
取
れ
て
い
な
い
と
の
情

報
が
あ
り
ま
し
た
が
、
海
は
人
々

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
大
人
２
キ

ロ
、
子
供
１
キ
ロ
制
限
で
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
取
れ
た
よ
う
で
し

た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
美
味
し

い
食
事
を
い
た
だ
き
、
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
散
策
。
分
会
の
皆
さ
ん
と
楽

し
い
一
日
で
し
た
。

【
深
大
寺
分
会
・
佐
藤
肇
書
記

長
記
】
５
月
28
日
（
日
）
東
武
特

急
ス
ペ
ー
シ
ア
で
東
武
ワ
ー
ル
ド

ス
ク
ウ
ェ
ア
ー
に
行
っ
て
来
ま
し

た
。
今
回
の
参
加
人
数
は
10
名
、

新
宿
発
10
時
31
分
。
わ
り
と
ゆ
っ

く
り
め
で
、
帰
り
は
早
め
で
、
世

界
一
周

に
使
っ

た
時
間

は
約
３

時
間
。

食
事
は

行
き
帰
り
の
列
車
の
中
で
時
間
を

有
効
に
使
い
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。

日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ

・
エ
ジ
プ
ト
・
ギ
リ
シ

ャ
・
イ
タ
リ
ア
・
フ
ラ

ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
・
ロ

シ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
・
イ

ラ
ン
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・

中
国
・
韓
国
・
台
湾
を

ま
わ
っ
て
日
本
に
帰
っ

て
来
ま
し
た
。
も
う
海
外
旅
行
す

る
必
要
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
次
は
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

て
、
川
越
の
「
小
江
戸
」
に
行
っ

て
み
よ
う
か
な
。
西
武
特
急
レ
ッ

ド
ア
ロ
ー
号
で
。

２０１７年６月１０日第２７号

◇
木
造
建
築
物
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

９
月
21
・
22
日

◇
足
場
の
組
立
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

①
７
月
10･

11
日
、
②
９
月
13
・
14
日

◇
型
枠
支
保
工
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

次
回
10
月
予
定

◇
建
築
物
の
鉄
骨
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

次
回
11
月
予
定

◇
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
作
物
の
解
体
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

次
回
10
月
予
定

◇
有
機
溶
剤
作
業
主
任
者

[

と
き]

①
７
月
21･

22
日
、
②
９
月
11
・
12
日

◇
石
綿
作
業
主
任
者

[

と
き]

７
月
18･

19
日

◇
酸
欠
・
硫
化
水
素
作
業
主
任
者

[

と
き]

６
月
28
～
30
日

◇
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

[

と
き]

①
７
月
４･

５
日
、
②
８
月
２
日
・
３
日

③
９
月
６
日
・
７
日

◇
低
圧
電
気

[

と
き]

①
６
月
30
日
、
②
７
月
26
日

◇
高
所
作
業
車

[

と
き]

７
月
26･

27
日

◇
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育

[

と
き]

７
月
７
～
９
日

◇
玉
掛
技
能
講
習

[

と
き]

①
７
月
11
～
13
日
、
②
7
月
21
～
23
日

③
９
月
15
～
17
日

◇
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

[

と
き]

①
７
月
４
・
５
・
14
日

②
９
月
14
～
16
日

◇
ガ
ス
溶
接

[

と
き]

次
回
９
月
予
定

◇
小
型
車
輌
系
建
設
機
械(

整
地)

特
別
教
育

[

と
き]

①
６
月
22･

23
日
、
②
９
月
15
・
16
日

◇
エ
ク
セ
ル
基
本

[

と
き]

９
月
５
・
12
・
19
日

◇
建
築
士
定
期
講
習

[

と
き]

①
７
月
10
日
、
②
７
月
26
日

③
８
月
25
日

今
月
の
主
な
講
習
会
を
ご

案
内
し
ま
す
。
受
講
場
所

・
受
講
料
な
ど
詳
し
く
は

支
部
ま
で
お
問
合
せ
を
。

【
社
会
保
障
対
策
部
発
】
年

に
１
度
は
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
を
心
が
け
る
健
康
診
断
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

［
と

き
］
７
月
23
日
（
日
）

午
前
9
：
30
～
11
：
30
受
付

［
と
こ
ろ
］
三
鷹
市
公
会
堂
さ

ん
さ
ん
館

［
定

員
］
３
０
０
人

［
締

切
］
６
月
30
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
と

な
り
ま
す

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
申
込
み
の
場

合
は
、
読
み
取
れ
な
い
場
合
も

あ
る
の
で
必
ず
送
信
後
に
ご
一

報
く
だ
さ
い
。

※
締
切
日
以
降
の
申
込
者
に
問

診
票
や
容
器
が
届
く
の
が
ギ
リ

ギ
リ
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
締
切
日
ま
で
に
お
申
込

み
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

【
募
集
職
種
】
内
装
解
体
・
は
つ
り
・
雑
工

【
働
き
方
】
常
用
・
見
習
い

【
募
集
人
数
】
４
～
５
人

【
働
き
先
】
新
丁
場

【
条
件
】
不
問

【
事
業
所
】
㈲
多
摩
興
産

三
鷹
市
深
大
寺
２
ー
40
ー
18

【
電
話
】
０
４
２
２
ー
３
２
ー
２
６
７
７

【
募
集
職
種
】
内
装
（
ク
ロ
ス
・
床
）

【
働
き
方
】
常
用
・
手
間
請
・
請
負
・
社
員
・

見
習
・
ア
ル
バ
イ
ト

【
募
集
人
数
】
２
～
３
人

【
働
き
先
】
町
場
・
野
丁
場
・
新
丁
場

【
条
件
】
経
験
者
・
見
習
・
資
格

【
事
業
所
】
㈲
イ
ン
タ
ー
プ
ロ
グ
レ
ス

三
鷹
市
北
野
２
ー
４
ー
32

【
電
話
】
０
４
２
２
ー
７
０
ー
３
９
０
７

【
後
継
者
対
策
部
発
】「
食
育
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
“
家
族
そ
ろ
っ

て
米
づ
く
り
体
験
は
杉
並
支
部
と

の
合
同
企
画
と
し
て
取
り
く
み
が

ス
タ
ー
ト
し
、
４
月
30
日
（
日
）

に
参
加
者
数
１
１
７
人
（
三
鷹
武

蔵
野
支
部
42
人
）
で
「
田
植
え
」

作
業
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
最

後
の
「
収
穫
祭
」
を
含
め
る
と
４

過
程
ま
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

稲
の
成
長
を
見
る
と
と
も
に
、

そ
の
成
長
を
妨
げ
ぬ
よ
う
周
り
に

生
え
た
雑
草
を
除
去
す
る
た
め
に

「
草
刈
り
」
を
行
な
い
ま
す
。

［
と

き
］
７
月
23
日
（
日
）

［
と
こ
ろ
］
茨
城
県
石
岡
市
“
朝

日
里
山
学
校
周
辺
”

［
集

合
］
支
部
会
館
ま
え

時
間
は
決
ま
り
次
第
、
参
加
者
に

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す

［
対

象
］
子
育
て
世
代
の
組
合

員
・
家
族

［
参
加
費
］
バ
ス
で
参
加
の

●
大
人
：
１
０
０
０
円

●
小
学
生
：
５
０
０
円

※
幼
児
と
現
地
直
行
の
方
の
参

加
費
は
不
要
で
す
。

［
定

員
］
バ
ス
で
の
参
加
枠
を

20
人
ま
で
と
し
ま
す
。

【
中
町
分
会
・

湊
尚
文
教
育
宣
伝

部
員
記
】
子
ど
も

の
こ
ろ
お
世
話
に

な
っ
た
思
い
出
と

云
え
ば
…
武
蔵
野

市
の
井
の
頭
公

園
。
そ
し
て
、
昨

年
ゾ
ウ
の
「
は
な

子
」
が
亡
く
な

り
、
今
年
の
５
月

に
銅
像
が
完
成
し

て
吉
祥
寺
駅
の
北

口
駅
前
広
場
に
設

置
さ
れ
た
。
今
後

も
井
の
頭
自
然
文

化
園
の
象
徴
に
な

る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
中
町
分
会

の
三
鷹
駅
北
口
か

ら
五
日
市
街
道
ま
で
の
エ
リ
ア

で
、
著
名
な
銅
像
と
云
え
ば
、
三

鷹
駅
北
口
の
ロ
ー
タ
リ
ー
内
に
あ

る
「
世
界
連
邦
平
和
像
」
の
銅

像
、
長
崎
の
平
和
祈
念
像
の
作
者

「
北
村
西
望
」
さ
ん
の
作
品
は
有

名
で
す
よ
ね
。

し
か
し
、
筆
者
の
思
い
浮
か
ぶ

像
は
、
横
川
電
機
の
正
面
玄
関
前

の
広
い
池
の
畔
に
い
る
小
便
小

僧
。
昔
は
一
般
の
方
々
も
自
由
に

通
行
で
き
、
ち
ょ
っ
と
し
た
憩
い

の
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。
三
鷹
方

面
に
出
る
と
き
は
、
必
ず
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
ご
挨
拶
（
寄
り
道
）

し
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
が
必

然
的
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま

す
。我

が
子
ど
も
た
ち
も
学
校
に
行

く
前
に
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ

ど
、
ご
挨
拶
（
寄
り
道
）
を
し
て

い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
以
前
近
所

に
あ
っ
た
音
響
メ
ー
カ
ー
の
Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｃ
本
社
（
現
在
は
多
摩
市
）
の

池
に
飼
わ
れ
て
い
た
鯉
に
ご
挨

拶
。
守
衛
さ
ん
か
ら
鯉
の
エ
サ
を

い
た
だ
き
エ
サ
や
り
の
お
手
伝
い

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
親
子
二

代
、
寄
り
道
は
好
き
ら
し
い
。

最
近
の
寄
り
道
と
云
え
ば
…
開

拓
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
気
に
な

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
八
丁
通
り
に

焼
鳥
店
「
山
も
と
」
で
あ
る
。
地

下
に
あ
り
、
入
る
の
に
少
し
勇
気

が
欲
し
い
感
じ
。
先
日
、
伺
っ
て

み
る
が
満
員
の
た
め
断
念
。
カ
ウ

ン
タ
ー
だ
け
の
お
し
ゃ
れ
な
お

店
。
味
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
ご
報
告
は
ま
た

そ
の
う
ち
に
。

7
月
３
日
（
月
）
は
、
「
書
記

局
会
議
」
の
た
め
、
事
務
所
を
閉

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
７
月
６
日
（
木
）
は
、

予
算
要
求
集
会
の
た
め
、
事
務
所

を
閉
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
集
会

に
参
加
し
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。


